
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
月 事業及び役員会 
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・上小学校英語教育支援事業(通年) 

・秦野市及び姉妹校交流紹介用パワーポ 

イントの作成(通年) 

5 ・定期総会(9日) 

7 ・第 1回役員会 書面開催(27日) 
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・パサデナ月間事業(1日～30日) 

・中学生英語スピーチコンテスト(18日) 

・情報誌『Howdy第 26号』発行(29日) 

10 ・第 2回役員会(上旬) ・青少年交流促進

事業(オンライン交流会:21日～22日)  
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・「第 42回秦野市市民の日」参加(3日) 

・「インターナショナルフェスティバル」 

参加(5日) 

12 ・姉妹校作品発送(上旬) 

 

1 

・秦野市青少年訪問団パサデナ市派遣事 

業(4日～10日) 

・「国際交流フェスティバル」参加(22日) 

2 ・第 3回役員会(中旬) 

3 ・情報誌『Howdy第 27号』発行(31日) 

※日程未定の事業  視察研修事業 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

2022年度 

  

今年度の総会は、去る 5月 9日、市役所会議室においてコロナ感 

染拡大防止を徹底した中で、3年ぶりの対面での開催となりました。 

はじめに、去る 2月にご逝去された故望月國男前会長への黙祷を参加者一同で捧げました。 

六本木会長から、「コロナ禍に関わりなく季節は巡ってきます。人間は自然から多くのこと

を考えされられます。これからの当協会は、若い人の力も借り世代間の垣根を越えた活動を進

め、次世代にバトンタッチをしていけるようにと考えています」と方針が示されました。来賓

の高橋市長、谷副議長、会員の神倉県議会議員からは、このような時代だからこそ国際交流が

大切なこと、さらに行政側からも支援したいとの心強いお言葉をいただきました。 

 議事は規約一部改正、新役員 4名の承認など全て承認され、事務局の異動紹介もありました。 

会員交流の場となる恒例の自己紹介コーナーでは、若い男性会員たちが｢市民の日｣のかき氷

売場で手をかじかませながら冷たさと奮闘する姿に感心した、『Howdy』に自分たちの活動が掲

載されたことで興味を持ち入会した、名前とメールアドレスがあれば OKと誘われ気軽に入会し

たが自身の活動の幅を広げる機会となった、などの発表に新風を歓迎したり、ユニークなお話

に笑いが起こったりしました。 

 若い会員が増え未来を見据える交流は、より重要なことだと改めて考える良い機会となりま

した。出席の皆さんの笑顔はマスクの中でしたが、いつもの和やかな雰囲気の総会となったこ

とを嬉しく思います。                        (担当 青木悦子) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染対策の中の総会風景 
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